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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、家庭環境で使用される家電製品などのインタラクティブ製品の製品評価が、ど
のような心理的構造によって行われるかを明らかにした。研究の結果、ユーザの製品操作
の自己効力感と製品関与が製品評価に強く影響していることが分かった。また、長期利用
の間には評価されるポイントが徐々に変化し、使用後 1 カ月では「ユーザビリティ」が、
半年程度では「使う喜び」を感じるかどうかが評価の中心であることが示され、その評価
は製品関与が強く影響していることが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is an understanding of the psychological structure of 
usability evaluation for interactive product such as home appliance in a user's actual 
environment. It has been revealed that the self-efficacy and the product involvement of 
the product operation of the user strongly influence the product evaluation as a result 
of the research. In addition, the core evaluated point is gradually changed in a long 
time use of product. It changes from "Usability" into "Pleasure of use". This change 
takes place after use around half a year.  
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１．研究開始当初の背景 
  情報通信技術の発達により、身近な家電
製品にも高度な機能が備わるようになり、従
来以上に日常生活においてインタラクティ

ブな操作を行うことが増えている。かつては
簡単操作の代名詞であったテレビでさえ、多
くのボタンがついたリモコンで、GUI（グラ
フィカル・ユーザ・インタフェース）を操作
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しなければならない、より複雑な認知的人工
物へと “進化”した。 
 人間の認知機能を前提とした家電製品な
どのインタラクティブな操作を伴う製品（イ
ンタラクティブ製品と呼ぶ）を、より使いや
すいものにするための努力は、人間中心設計
（HCD: human centered design）やユーザ
ビリティ研究といった分野で研究されてき
た。これらの研究成果とメーカー各社の
HCD や使いやすさ向上への努力により、複
雑な操作が必要な割に、比較的ユーザビリテ
ィ上の問題が少ない製品が増えている。 
 しかし、ユーザビリティテストに代表され
る従来のユーザビリティ評価法は、短期的な
使用に基づいたものであり、次第に使いこみ
ながら長く使用するという実際の利用環境
とは状況が異なっている。特に家電製品など
では、インターネットでの口コミ評価の流通
により、既存ユーザの実利用環境での製品評
価が新規購入希望ユーザの消費行動に大き
く影響しうる要因となっている。 
 このように、インタラクティブ製品の長期
利用を前提とした実利用環境での製品評価
は、今日の産業界において重要な課題となっ
ている。しかし、これまで長期・実利用によ
る製品評価を適切に測定するための、心理学
的な枠組みや評価方法については知見が乏
しく、また従来のユーザビリティ評価におけ
る主観評価との関連性や相違点など、明らか
になっていないことが多い。つまり、長期的
で実際の製品利用の際の製品評価を測定す
る妥当な方法を検討するための、基礎的な研
究が十分行われていなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、長期・実利用環境におけ
るインタラクティブ製品の製品評価が、ユー
ザによってどのように評価されているか、そ
の構造あるいは評価プロセスを明らかにす
ることである。特に、ユーザビリティ評価に
着目し、短期的なユーザビリティ評価と長期
的な利用後のユーザビリティ評価との違い
や、その違いを生む要因は何かについて、評
価実験及び質問紙調査などによって明らか
にする。 
 また、これらの研究を行うことにより、実
利用環境での評価が高いプロダクトを設計
する設計方法の可能性を検討することも、目
的の一部である。 
 
３．研究の方法 
 本研究ではまず、従来型のユーザビリティ
テストで測定されているユーザビリティ評
価が、ユーザのどのような評価を測定してい
るかについて、Web 及び家電製品（ブルーレ
イレコーダ）を対象に、操作の実態を表すロ
グと主観的評価との関係について分析した。 

 次に、ブルーレイレコーダの実際の購入者
のうち、購入直後のユーザを捕捉し、定期的
に製品評価を把握することで、経時的な変化
の特徴を分析することを試みた。 
 結果の分析にあたっては、対象となるイン
タラクティブ製品に対する利用意欲を同時
に測定し、ユーザの利用意欲という心理的要
因の影響を考慮したうえで、より妥当な製品
評価を導出するための方法を検討する。 
 利用意欲とは、これまでに研究代表者が行
った調査結果から、インタラクティブ製品の
製品評価が、ユーザの利用意欲の強度によっ
て影響をうける可能性があること、また、利
用意欲には２つの要因があり、製品利用の自
己効力感（SE：Self-efficacy）と対象製品へ
の製品関与（PI：Product Involvement）が
あることが明らかになっている。本研究では、
この 2つの要因を測定するために開発された
心理尺度を用いることとした。 
 
４．研究成果 
(1)ユーザビリティテストにおける主観的ユ
ーザビリティ評価の特徴 
 Web サイトを対象にしたユーザビリティテ
スト（大学院生：20 名）と、ブルーレイレコ
ーダを対象にしたユーザビリティテスト（大
学院生：7 名）を実施した。その際、操作ロ
グを測定するとともに、主観的ユーザビリテ
ィ評価を複数の方法で把握した。 
 分析した結果、マグニチュード推定法によ
る相対的なユーザビリティ評価法（UME, 
McGee, 2003）は、操作ログの結果を反映し
た評価結果となるが、「使いやすさ」「見やす
さ」など印象を 5件法などで把握する評価法
では、操作量の影響は UME より弱いものの、
「今後も使いたいと思うか」といった製品全
体の印象の形成に強く影響していることが
分かった。 
 つまり、短期的なユーザビリティテストで
は、①主観的なユーザビリティ評価でも、測
定法によって測定できるユーザビリティが
異なること、②「使いやすさ」などのユーザ
ビリティの印象評価は、必ずしもテスト操作
量とは関連しないこと、③個別の操作結果に
対する使いにくさの評価と、製品全体として
の使いやすさの印象評価は、相関がなく別の
ものであること、ただし、④「使いたい」と
いう製品に対するポジティブな評価の形成
には、印象評価が影響していること、が明ら
かになった。 
 
(2)ブルーレイレコーダの長期にわたる製品
評価の変化と特徴 
 (1)の結果を踏まえ、製品評価を製品の印
象として把握することとし、実際に製品評価
が経時的にどう変化するかを調査した。同一
時期にブルーレイレコーダを購入した人を



 

 

745 人集め、購入 1カ月後、3カ月後、6カ月
後の 3回にわたってアンケート調査を実施し
た。3 回とも回答に協力した人は、479 人だ
った（64.3%の残存率）。 
 
① 製品の総合満足度を高める評価因子の経

時的変化 
 ブルーレイレコーダの製品としての印象
を評価する尺度を事前調査として実施（300
サンプル）し、尺度を構成したところ、5 つ
の評価因子（「主観的ユーザビリティ」「ブラ
ンドイメージ」「使う喜び」「不満感」「愛着
感」）が導出された。 
 利用経験を経るごとに、製品満足度に寄与
する製品の評価点が変化すると考え、3 波の
パネルデータによる同時効果モデルを想定
し、分析を行った。その結果、「主観的ユー
ザビリティ」は利用開始後、次第に評価は高
まるものの、満足度に貢献するのは開始直後
で、その後は製品評価を高める要因となって
いないことが分かった。逆に、「使う喜び」
は、評価そのもの変化はほぼないが、満足度
への貢献度は、時間が経つにつれ高くなるこ
とが分かった。また、使いにくさを測定する
「不満感」は、利用経験のいずれにおいても、
満足度に影響することが分かった。 
 
② 製品利用意欲（自己効力感・製品関与）

の変化と評価への影響 
 インタラクティブ製品全般に対する自己
効力感と、ブルーレイレコーダに対する製品
関与をそれぞれ、経時的に測定したところ、
自己効力感及び製品関与の尺度得点の平均
値では、自己効力感は 0.1%水準で有意に向上
している。また、製品関与は 5%水準で有意に
低下していることが分かった。 
 次に、これら 2つの利用意欲の要因が製品
評価の各因子にどのような影響を与えてい
るかを分析するため、2 波のパネルデータに
着目し、交差遅れ効果モデルによる因果推定
を行った。その結果、自己効力感は「主観的
ユーザビリティ」だけに影響しており、製品
関与は、「ブランドイメージ」「使う喜び」「愛
着感」の 3つに影響していることが分かった。
逆に、「不満感」はいずれの要因の影響もう
けていないことが示された。 
 
(3) まとめと今後の課題 
 これらの研究成果から、ユーザビリティ評
価には、「個別の操作結果に対する短期的な
評価」と、製品全体としての「使いやすさの
印象評価」とは異なるものであり、実利用環
境での製品評価は、「使いやすさの印象」の
方を高めることが重要である。 
 使いやすさの印象には、ユーザの利用意欲
の一つである自己効力感の影響を考慮する
必要がある。つまり、インタラクティブな操

作が得意な人ほど、使いやすさを高く評価す
る傾向がある。 
 だが長期の利用では、使いやすさの評価が
製品満足度に貢献するのは、利用開始の一時
的な製品評価でしかない。長期利用では、「使
う喜び」をどれだけ感じられるかが、実利用
環境の製品評価では重要である。この「使う
喜び」も利用意欲を高めることにより高まる
傾向がある。 
 今後の研究では、利用意欲を高めるための
条件を解明することにより、具体的な設計方
法論を検討することが課題である。 
 
(4)国内外のインパクト 
 本研究は、これまでにない 2つの観点から
研究がすすめられている。1 つは、製品評価
をユーザの利用意欲を考慮して、主観評価へ
の影響を加味して分析する点。2 つ目は、実
際に長期にわたるユーザ評価を、追跡調査の
方法によって把握したデータに基づいて分
析している点である。こうしたデータは国際
的にみてもこれまでのユーザビリティ研究
では例を見ない。 
 今後成果を取りまとめ、国際的な学会等で
発表を重ねる予定である。 
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